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グリーンインフラの機能評価とその活用に関する研究

金 甫炫 松本 浩 飯塚 康雄

総合的な評価は、個別機能評価結果をブ
ロック毎（学区等、施策等を展開しやすい単
位）にまとめ、目標値と比べて得点化を行い

Research on functional evaluation of green infrastructure and its utilization D06

〇独立行政法人都市再生機構
東日本都市再生本部事業企画部担当部長
（研究当時：緑化生態研究室長）

〇社会資本マネジメント研究センター
緑化生態研究室研究官

１．研究の背景 政策課題 期待する効果 評価するグリーンインフラの機能

環境保全

ヒートアイランド現象緩和・適応 気温・地表面温度上昇の抑制機能

地球温暖化緩和 温室効果ガス吸収機能

生物多様性保全 生物多様性保全機能

大気浄化
大気汚染物質の吸収機能

大気汚染物質の捕捉機能

水質浄化 水質浄化機能

地下水保全 地下水涵養機能

防災
・減災

都市水害の軽減
雨水浸透機能

雨水貯留機能

津波被害の軽減

津波減衰機能

漂流物の捕捉機能

湛水機能

地震・火災時の被害軽減

大規模火災発生時の延焼防止機能

一次避難地となる場の提供機能

広域避難地となる場の提供機能

健康増進

精神的健康の増進 緑の景観によるストレス軽減機能

身体的健康の増進
緑の景観による歩行促進機能

屋外運動の場の提供機能

遊び・レクリエーションによる生活の活性化 屋外の遊び・レクリエーションの場の提供機能

地域
活性化

地域コミュニティ活性化 地域で活動できる場の提供機能

地域振興・観光振興 地域の自然・文化を尊重した場の提供機能

都市農業の振興

都市農業生産の場の提供機能

都市農業生産物の提供機能

農地を基盤としたコミュニティ形成の場の提供機能

都市の魅力・競争力向上
不動産価値の向上

良質な景観又は環境の提供

普及啓発

環境意識の向上効果
子どもが自然と触れ合う機会の提供機能

生物多様性保全に関連した教育やイベント、情報発信機能

防災・減災意識の向上効果 防災減災に関連した教育や訓練、情報発信機能

健康意識の向上効果 健康意識形成に資するイベント開催や情報発信機能

社会的つながり・郷土愛の醸成効果 地域コミュニティに関連したイベント開催や情報発信機能

下図のように、複数の機能評価結果を自治
体全体（地域又は地区毎）に集計して行う
方法等を検討した（目標値は、地域毎の状
況や関連計画等を踏まえて設定）。

表１ グリーンインフラに期待する効果と評価する機能（大・中スケールの例）

指標タイプ 例

定量評価（実測） 現地測定結果による指標 地表面温度、標準化緑視率等

定量評価
（ポテンシャル評価）

土地利用土地被覆などから
ポテンシャルを推定した指標

年間 吸収量、生息適地評価
浸透能、日常利用における施設緑地充足度等

定量評価
（シナリオ分析）

シミュレーション等、計画による効果を検討
できる指標

シミュレーションによる浸水範囲・浸水深、地下水涵
養量等

定性評価
指標となる対象または一定の定量的条件を
満たした対象を地図上にプロットして現況
を示す指標

特に重要な指標種の生息地、
防潮林、地域資源となる自然資源等

２．機能評価

３．総合評価 ４．評価結果の活用

５．今後の課題

表２ 機能評価指標のタイプ

定量評価（実測） 定量評価（シナリオ分析）

土地被覆データ 緑地データ
→ 樹林面積 → 吸収量算出

浸水深

衛星画像データ → ファイ
ルの係数 → 地表面温度を算出

現況： 土地被覆データ 浸透能 → 浸水シミュ
レーション 簡易モデル → 浸水エリアと面積算出

計画： 現況 雨水浸透施設 → 浸水シミュ
レーション 簡易モデル → 浸水エリアと面積算出

現況 計画

定量評価（ポテンシャル評価）

定量評価（ポテンシャル）

例： ヒートアイランド現象緩和・適応効果 例： 地球温暖化緩和効果 例： 都市水害の軽減効果

例： ヒートアイランド現象適応効果

小
ス
ケ
ー
ル
の
機
能
評
価

大
・中
ス
ケ
ー
ル
の
機
能
評
価

活用方法 例

現況評価への活用
ポテンシャルも含め現在どのぐらい が
機能しているかを把握

都市マスタプラン、みどりの基本計画等関連計画等
を検討する際に基礎資料として活用
（現況図又は地域特性・課題図の作成等）

ニーズ分析への活用
の数・量又は特定機能についてニーズ

の高い地域を把握

を導入する地域や優先順位等の設定に活用、施策
展開により効果的な場所選定にも活用
（重点施策又は、重点地域の設定等）

関連施策等
への活用

の保
全施策

保全すべき既存の を把握

生物の生息地の保全、雨水浸透機能の高い緑地の保
全地域指定等への活用
（生物多様性地域戦略、屋敷林、社寺林の保全計画
等）

の活
用施策

既存 の機能を明確にし、機能の維持又
は向上について検討

吸収能の維持・向上のための適切な管理計画、
雨水浸透機能向上のための 設置計画等への活用
（環境計画、景観計画、樹林管理計画等）

の創
出施策

新規の を創出すべき場所を把握、より
効果的場所・配置を検討

新たな緑地を創出する緑化地域等の設定根拠、緑の
基本計画等における拠点地区、回廊地区の設定根拠
として活用
（緑化重点地区、ヒートアイランド対策推進エリア、都
市農業推進地区の設定等）

表３ 機能評価の活用方法

小
ス
ケ
ー
ル
の
機
能
評
価

に期待する効果を得るため必要な機能（表１）
を評価する際には、評価の目的や指標のタイプ
（表２）、使用可能なデータ等を考慮した上で、適
切に指標を設定する必要がある。

の機能評価は、 等を用いて行う大・中ス
ケールの評価とエクセルシート等を用いて行う
小スケールの評価手法を検討した。

設計データ → 高木本数、舗装面積等 → プロジェクトの平均
的な樹木の緑陰による体感温度の低減（ΔSET*）を算定

目標値と比較し、得点化（国際環境認証制度
要件、非舗装部 ％、舗装

部 ％を参考）

個別機能評価 ブロック毎に集計 目標値設定
と得点化

ブロック毎の得点を地域
毎に集計

特定機能のニーズブロック毎の特徴把握 複数機能のニーズ

大
・中
ス
ケ
ー
ル
の
機
能
評
価

評価結果の点数化
及び貨幣価値化

事業（計画）前後の
比較

総合評価結果を表３のように現況評価、
ニーズ分析、関連計画等の検討に活用でき
る。下図の は、ブロック単位でその特徴を

示して活用することができ、 は、人口密度、
高齢者割合等の社会条件や課題を考慮し
てニーズを分析できる。 は、複数機能を
踏まえた優先エリア設定等に活用できる。

評価指標による結果をそのまま示しているが、評価結果
をまとめることが難しいため、ブロック単位で集計

複数機能を総合的に検討するために、ブロック単位の評価
結果の点数化を行い、地域単位で集計、複数機能の点数を
ホイルチャート等でまとめる

総合評価結果
を用いたクラ
スタリング

社会条件や
課題を加た
ニーズ分析

総合評価結
果を重ねた
ニーズ分析

「技術」、「評価」、「資金調達」、「グローバル」、
「デジタル」が取り上げられている第三次国土形成計画（令和 年 月 日閣議

決定）では「本格的な人口減少社会において、豊
かさを実感でき、持続可能で魅力ある国土づく
り、地域づくりを進めていくために、社会資本整
備や土地利用において、自然環境が有する多様
な機能（生物の生息・生育の場の提供、 の
吸収・排出削減、ヒートアイランド現象の緩和、健
康でゆとりある生活空間の形成、良好な景観形
成等）を積極的に活用するグリーンインフラの取
組を推進する」とされており、グリーンインフラ推
進戦略 （令和 年９月、国土交通省）にお
いては、「グリーンインフラのビルトイン」に向け
た７つの視点として、「連携」、「コミュニティ」、

国土技術政策総合研究所では、グリーンインフ
ラ（以後 ）の機能評価とその結果の活用方法
について、自治体の行政区域を範囲とした複数
の機能評価と総合的な評価を試行し、その結果
を用いた緑地関連計画や施策への活用方法に
ついて検討する等、自治体スケールやプロジェ
クトスケールの機能評価手法や維持管理手法に
関する研究を行っている。
本報告では、 の機能評価の考え方と総合評

価までの流れ、評価結果の活用方法等、国総研
で実施した研究成果の一部を報告する。

は、多様な機能を有しており、適切に評
価することで、より効果的に施策等に活用す
ることができる。
機能評価には、評価指標や算定手法の難易

度が異なる場合があり、また使用するデータ
の精度に影響されやすい等、評価精度の課
題もある。総合的な評価が難しいが、施策等
へ活用するためには、「評価精度」と「機能の
バリエーション」両者のバランスを取って、適
切な手法を設定することが望ましい。
本研究では、任意の目標値（緑被率、平均

値等）を設定して点数化を行う等、関連施策
へ活用しやすいまとめ方を検討したが、目標
値の設定と施策への活用についてはさらな
る検討が必要である。そして、評価する機能
や指標の選択、目標値の設定が自由にでき
る形として整理したが、特定の課題を解決
するための効果的組み合わせ等、活用方法
の提示も必要と考えられる。さらに、海外の
指標や任意の指標を使用した機能評価もあ
るため、今後指標の開発や検証を行い、該
当評価指標を更新していくことが望ましい。

機能評価又
は総合評価
結果を活用

シートに
入力

矢印：点数の
増減幅を示す

年間

年間

ニーズ中

１
２

３ ４
５１

１
１

３
２

ニーズの数

タイプ

タイプ

タイプ

ニーズ高

タイプ

〇社会資本マネジメント研究センター
緑化生態研究室長

メッシュ単位 ブロック単位 地域単位ブロック単位
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河川を活かした公園緑地の空間的特徴に関する基礎的調査

Basic survey on the spatial features of park that takes advantage of rivers C 10

〇社会資本マネジメント研究センター
緑化生態研究室研究官

松本 浩 金 甫炫 飯塚 康雄
〇独立行政法人都市再生機構

東日本都市再生本部事業企画部担当部長
（研究当時：社会資本マネジメント研究センター緑化生態研究室長）

〇社会資本マネジメント研究センター
緑化生態研究室長

年度日本造園学会全国大会

国土交通省では，河川事業において，氾濫域も
含めて一つの流域として捉え，流域全体で行う治
水対策である「流域治水」や，水辺を活かして地
域の賑わい創出を目指す「かわまちづくり」，
「総合水系環境整備事業」，「ミズベリング」等
の河川空間の活用を進めている。

また，国土形成計画において，公園緑地を含む
グリーンインフラは，自然環境が有する多様な機
能を活用し，持続可能で魅力ある国土づくりや地
域づくりを進めるものとされており，グリーンイ
ンフラの主要な要素として河川空間と公園緑地の
有機的な活用が期待されている。

本研究は，今後，河川空間の公園緑地がより効
果的，多面的に機能を発揮するための一体的整備

１．背景と目的

２．調査対象
河川空間を活かして整備された公園緑地を

収集・整理した結果，河道，堤防，遊水地，
調節池，霞堤，河畔林，ダム等の空間的特徴
があり，それぞれの事例を表１のカテゴリに
分類した。
※ダム，その他事例については，今後さらな
る調査を行う予定

事例 カテゴリ 事例 カテゴリ

亀田記念公園 河道 大堀川水辺公園 調節池

健康の森公園 河道 大柏川第一調節池緑地 調節池

清流平和公園 河道 国分川調節池緑地 調節池

鴨川公園 河道 武蔵野公園 調節池

淀川河川公園（枚方地区） 河道 ふれ愛パーク 調節池

遠賀川魚道公園 河道 清瀬金山緑地公園 調節池

川原川公園 河道 手取川水辺プラザ 霞堤

足立区都市農業公園 堤防 土器川生物公園 霞堤

大島小松川公園 堤防 重信川かすみの森公園 霞堤

汐入公園 堤防 十勝エコロジーパーク 河畔林

信濃川やすらぎ堤緑地 堤防 泉の森公園 河畔林

城北公園 堤防 万力公園 河畔林

二子玉川公園 堤防 森林公園金川の森 河畔林

砂川オアシスパーク 遊水地 展勝地公園 その他

モエレ沼公園 遊水地 隅田公園 その他

青森市スポーツ公園 遊水地 信玄堤公園 その他

新横浜公園 遊水地 国営木曽三川公園 その他

引地川親水公園 遊水地 湖岸緑地 その他

境川遊水地公園 遊水地 中之島公園 その他

あさはた緑地 遊水地 加陽水辺公園 その他

深北緑地 遊水地 縄文の森 その他

重箱緑地公園 遊水地 白川ダム湖岸公園 ダム

庄内緑地 遊水地 天ケ瀬森林公園 ダム

リバーランドおきだて 遊水地 一庫公園 ダム

坪井川緑地 遊水地 るるパーク ダム

彩湖・道満グリーンパーク 調節池 昆陽池公園 ダム

表 調査対象

３．河川を活かした公園緑地の空間的特徴

公園区域（市）

河川区域（国）

公園区域（市）

伏流水

せせらぎ水路

出水
農業用水

多目的広場芝生広場

管理用通路

土器川

霞堤
霞堤

道路区域（市） 道路区域（市）公園区域（市） 公園区域（市）河川区域（県）

川原川

公園区域（市）

河川区域（県）

道路

道路 遊水池・自然観察園 芝生広場
センター広場

巴川

02健康の森公園01亀田記念公園

図１ 河川にアクセスしやすい親水空間の整備（川原川公園の例）

図２ 堤防と旧河川敷の一体的な公園整備（城北公園の例）

図３ 遊水地に整備された公園緑地の空間的特徴（あさはた緑地の例）

図４ 調整池に整備された公園緑地の空間的特徴（大堀川水辺公園の例）

図５ 霞堤を活かした公園整備（土器川生物公園の例）

図６ 河畔林を活かした整備（万力公園の例）

方法や活用方法を検討していくための基礎的
調査として， や文献等による事例調査を
行い，河川を活かした公園緑地の空間的特徴
を把握した。

①河道を活かした整備
高水敷が広い場合，広場や運動空間を整備しやす

いため，レクリエーションや運動，スポーツができ
る場（ ）を提供しやすいが，河川の水位が上がる
と水に浸かってしまうことや河川の治水機能に影響
を及ぼすため，遊具や施設の設置が制限される。
しかし，高水敷に位置し河川にアクセスしやすいた
め，親水空間の整備（図 ）や，河川の水を
活用した生息地の整備（ ）等，河川に近い利点を
活用した事例もある。

06遠賀川魚道公園05淀川河川公園（枚方地区）

12城北公園11信濃川やすらぎ堤緑地

③遊水地を活かした整備
遊水地は，洪水で川の水が増えたときに，その

水を一時的にためこみ，川の水位を調整する空間
である。流水を一時的に貯留できる容量を確保す
る必要があるため，施設の設置が限定されるが，
地域のシンボル（ ）とした事例や遊水地と異な
る超過確率を設定して公園施設を安全な場所に設
置した事例（図 ， ），ゾーン毎の洪水流入順番
に応じて施設を設置した事例等が確認できた。

20あさはた緑地15モエレ沼公園④調節池を活かした整備
調節池は，遊水地と同様な機能をするが，河川

の水面よりも低い低地を掘るため池が整備される
ことが多い。池の周りを一周できる園路や運動・
レクリエーション等が可能な空間の整備，池を活
かした生息地の提供（ ）もでき，池と公園の整
備・管理主体が異なるが，一体的に整備・利用さ
れている事例（図 ， ）も確認できた。

21深北緑地 26彩湖・道満グリーンパーク

34土器川生物公園 38万力公園

38万力公園 38万力公園

42信玄堤公園 45中之島公園

27大堀川水辺公園 27大堀川水辺公園

10汐入公園 10汐入公園

⑤霞堤を活かした整備
霞堤は，堤防のある区間を開けた不連続な堤防

で，洪水調節や内水排除等の効果がある。
霞堤を活かして整備した公園は，霞堤内の広い

空間と出水（流水が河床の下へ浸透した地下水）
の活用により，生物の生息生育空間や親水空間を
整備した事例（図 ， ）等が確認できたが，霞
堤内には遊具や施設の設置が制限される。

⑥河畔林を活かした整備
河畔林は，河川周辺の樹林であり，流速の減衰，

堤防の保護等の効果がある水害防備林等を含む。
河畔林を活かした公園は，霞堤と歴史的な水害

防備林である万力林（赤松）を活用して公園整備
を行い，地域住民が万力林（赤松）の管理に積極
的に参加している事例（図 ， ）等が確認できた。

⑦その他事例
河川空間を活かして整備された公園緑地は，上

記以外も様々なタイプがある。例えば，堤防と河
畔林，聖牛等歴史的な治水施設が残された一体を
活かして公園化を行った事例（ ）や川の中州に
整備され，都市の顔としての役割を果たす事例
（ ）等が確認できた。

主園路

園路

草原

草原

観察デッキ

池

遊具

河川区域（県）

公園区域（市）

公園区域（市）公園区域

河川区域（国）

笛吹川

霞堤
道路

万力林
（河畔林）

動物園遊具
水路広場

スーパー堤防等，天端に広い空間を確保できる場
合（ ），多様な公園施設の設置がしやすく，堤防
沿いのアクセスが容易であるが，堤防が高い場合，
地域と分断された空間になる場合もある。そのため，
「高水敷，天端（国）」と「裏法，堤内地（市）」
を一体的に整備し，河川までアプローチしやすい空
間を形成，機能を分担している事例（図 ）や裏
法に広い緑地帯を整備し，オープンカフェ等を設置，
表法を 割勾配（図2※堤防勾配参考）程度で緩やか
にする等，周辺地域から河川空間に近づきやすい整
備を行った事例（ ）もある。

②堤防を活かした整備

河川空間を活かして整備された公園緑地は，堤防や護岸の整備と相
まって良好な景観整備をして，かつ時間の経過に応じてさらに景観を
良くしていく（都市の風格をつくる）役割をしており，本調査でも，
地域のシンボルとなっている事例が多く確認できた。そして，親水空
間や河川へのアクセスを考慮した整備，生息地の整備等，河川に近い
利点をうまく活用した事例や隣接する公園緑地と連携して機能を分担
している事例等，多様な機能を発揮するための工夫が確認できた。

今後，これらの事例について，各空間での整備状況や維持管理・運
営状況等，詳細調査を行う予定である。

４．今後の調査にむけて

河川区域（国）

公園区域（市）

淀川

城北ワンド群 スーパー堤防

大池

遊具の丘

淀川河川公園
城北河畔地区

梅林

旧河川敷
※※堤防勾配
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グリーンインフラの総合的機能評価及び維持管理に関する研究
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グリーンインフラストラクチャー～人と自然環境のより良い関係を目指して～
国土交通省 総合政策局 環境政策課

評価指標の例

気温・地表面温度上昇の抑制 + 緑視率の確保
（町田市，鶴間公園）

ヒートアイランド現象緩和

緑視率

地表面
温度

散歩・
運動

体感
温度

精神的健康の増進
身体的健康の増進

期待する効果 評価指標
ヒートアイランド現象緩和 地表面温度

体感温度
地球温暖化緩和 吸収･固定量

排出抑制
生物多様性保全 生息適地評価

大気浄化 ・ 吸収量
汚染物質の捕捉量

水質の保全 地下水質・表流水質
地下水保全 降水量の捕捉率
都市水害の軽減 雨水浸透能

雨水貯留量
津波被害の軽減 津波減衰機能

地震・火災時の被害軽減
延焼防止
避難地
アクセス圏域率

精神的健康の増進 緑視率
静かなスペース

身体的健康の増進 歩道・園路の緑化延長率
運動の場，施設

遊び等による活性化 施設緑地面積
遊びの場

地域コミュニティ活性化 活動の場
地域振興・観光振興 地域の自然資源等
都市農業の振興 農地面積，整備

地域の食材仕入れ価
都市の魅力・競争力向上 公示地価

公園の距離，景観
環境意識の向上
防災・減災意識の向上
健康意識の向上
社会的つながりの醸成

情報発信
対話的教育やイベント等
活動の場

グリーンインフラは，「本格的な人口減少社会において，豊かさを実感でき，持続可能で魅力ある国土づくり，
地域づくりを進めていくために，社会資本整備や土地利用において，自然環境が有する多様な機能を積極的
に活用する」と定義されています 。また，グリーンインフラの推進においては，実装に向けた つの視点として，
「連携，コミュニティ，技術，評価，資金調達，グローバル，デジタル」が取り上げられています 。
都市緑地法の一部改正 においては，気候変動対策や生物多様性の確保，幸福度（ ）の向上等
の課題解決に向けて，緑地の持つ機能への期待の高まりを背景として，都市緑地の保全や創出のための「緑地
の機能の維持増進や良質な緑地確保の取組の価値を見える化，民間事業者等による緑地確保の取組につい
て国が評価・認定する制度の創設」が新たに施行されました。

このように，公園や緑地を主な要素とするグリーンインフラの多様な機能やその価値の見える化へのニーズが
高まっており，民間開発における良質な緑地の確保によるグリーンインフラの機能向上への取組みが進められ
ています。
本研究は，多様なグリーンインフラの効果を得るために必要な機能を評価する手法と維持管理手法の枠組を
示したものであり，グリーンインフラの推進に資することを目的としています。グリーンインフラに期待されて
いる多様な機能の中で，本研究で評価できる内容は下図のとおりであります。

１．本研究で評価する機能

GGIIに期待する多様な効果

1）第三次国土形成計画（令和5年7月28日閣議決定）
2）国土交通省（2023）グリーンインフラ推進戦略
3）都市緑地法の一部改正，令和6年2月14日閣議決定，
令和6年5月29日公布

植栽帯の例 雨庭の例

透水施設等の例

屋上緑化の例

都市緑地の例

４．維持管理手法の整理

２． の機能評価

小スケール

指標 要素 評価手法の概要 指標タイプ・活用方法・課題

大 気 汚
染物質の
吸収機能

年間
吸収量

年間 吸
収量
年間 吸
収量

樹木
①樹木本数
樹木の直径及び樹種（落葉広葉樹高木，
常緑広葉樹高木，中低木の区分）デー
タを用いて，文献に基づいて算定する

【指標タイプ】
定量評価（ポテンシャル評価）
【活用方法（例）】
①現況評価：樹林，草地，農地による ，

， の年間吸収量を把握する

②施策への展開：「 の保全・活用」 ，
， の吸収源として適切に維持

管理すべき対象設定のの根拠資料と
して活用

樹林
地，
草地，
農地

②植生区分別土地被覆面積
参考文献※ に基づき，土地利用土地被
覆別の年間 吸収量（ ・
年）を文献に基づいて算定する。
さらに，定めた目標値との比較等によ
り評価する。年間 吸収量および年間

吸収量についても同様

大 気 汚
染物質の
捕捉機能

の年間除
去率

樹林
地

参考文献※ に基づく各都市の の
除去率のなかから適宜原単位を選択し
て除去量を算出する
除去率のレンジは，
ロサンゼルスの ・年 から
アトランタの ・年である

【指標タイプ】
定量評価（ポテンシャル評価）
【活用方法（例）】
樹木・樹林による の年間除去率を把握
【課題】
日本に参考となる の除去率に関する知
見はないため，あくまで参考値

①機能評価手法の例（大気浄化）

①評価手法の例（生物多様性保全機能）

の主な要素を「植栽帯，雨庭，透水施設等，屋上・壁面緑化，農地を除く都市の緑地
（都市緑地）」と分類した上で，国内外のマニュアルやガイドライン等の資料から維持管理
内容を整理しました。
整理した内容は，各維持管理作業の目的，方法，対象箇所，時期・頻度， の機能維持

に重要な情報等とし，グリーンインフラとしての機能を維持するための内容を
中心に整理したが，国内で適用が難しい内容も含まれています。

特定機能のニーズブロック毎の特徴把握 複数機能のニーズ

総合評価結果
を用いたクラ
スタリング

社会条件や
課題を加た
ニーズ分析

総合評価結果
を重ねたニー
ズ分析

ニーズ中

１
２

３４
５１

１
１
３
２

ニーズの数

タイプ

タイプ

タイプ

ニーズ高

タイプ

の機能評価には，評価するための指標が必要であるが，評価指標と算出手法がある
程度確立されているため定量的に評価しやすい機能とそうではない機能（定性的）に分
類することが多いです。

定量的に評価可能な指標は，実測，ポテンシャル評価，シナリオ分析にタイプ分
けすることができます。
実測は，地表面温度や緑視率等，実測結果を用いて評価指標とするものであり，リモー
トセンシング，現地測定等の調査データが必要です。
ポテンシャル評価は， 吸収量，生息適地評価，雨水浸透能等，土地利用土地被覆
などから，既存の評価マニュアルや研究結果等を用いて算出し，ポテンシャルを推定す
るものであり，土地利用図や土地被覆図，植生図等のデータが必要です。
そして，シナリオ分析は，浸水範囲・浸水深等， を配置した場合や消失した場合の変
化を評価するものあり，ポテンシャル評価で使用するデータの他，シナリオに影響する下
水道データや河川のデータ等，他インフラのデータや環境情報が必要です。
定性的に評価する際に使用する指標は，特に重要な動植物の生息地，防潮林，地域の
自然資源等，指標となる対象または一定の要件を満たした対象を図上にプロットするも
のであり，対象とする （資源）の情報が必要です。

本研究で提示する評価手法は，評価対象は，基本的に都市緑地等のグリーンインフラ
としますが，必要に応じて歩道や浸透施設，貯留施設等，その他インフラ（該当する場合

のみ）も含みます。評価する範囲は，大・中スケール（地方公共団体又は，都市計画区域
等の範囲）と小スケール（公園計画又は，民間開発プロジェクトの範囲）に分けて行うこ
とができます。

合計点 7.75点 自動入力 選択入力 数字入力 自由記述

項目1
満点：10

目標値

算定値

建築物・舗装等

GSFの算定値が目標値を上回る場合、満点とする。

7.75点
GSFの算定値
達成度

壁面緑化 モジュール式または土から生えているもの

植栽樹木①
植栽樹木②
集約型屋上緑化
粗放型屋上緑化①
粗放型屋上緑化② 土壌深が80mm未満の屋上緑化

芝生等
半自然水域
雨庭等
人工的水域
透水性舗装

((土地被覆Aの面積×スコア)+(土地被覆Bの面積×スコア)+……)÷総敷地面積
計算式

雨水等を地中に浸透させる舗装部
コンクリートやアスファルト、建築物等

土壌深が80mm以上の屋上緑化

成熟後の樹冠面積の67%以上の土壌容量がある
成熟後の樹冠面積の67%未満の土壌容量がある
土壌深が150mm以上の屋上緑化

塩素消毒された水景や非緑化の雨水貯留施設

地面を覆い密集して植えられた草本や低木

塩素消毒されていない開放水域。湿地を含む
雨庭や緑化された雨水貯留施設

成熟した低木等による列状の植栽

Green Space Factor（GSF）

生物の種数が少なく定期的に刈られる芝生等

3a. 生物多様性保全機能（住宅地・商業地等）

半自然植生
多年生植物
低木・生垣
地被植物

森林や花に富んだ草地等
多年生植物を豊富に用いた植栽

総敷地面積（建築物等を含む） ㎡
土地被覆
面積[㎡]

スコア 条件等土地被覆

都市水害の軽減

都市の魅力・競争力向上

精神的健康の増進

雨水貯留機能 + 良質な景観又は環境の提供
（柏市，柏の葉アクアテラス）

良質な
景観

雨水
貯留

静かな
空間

都市農業生産の場 + 地域で活動できる場の提供機能
（足立区，都市農業公園）

都市農業の振興

地域コミュニティ活性化

社会的つながりの醸成

農園
整備

教育
イベント

活動
の場

雨水貯留・浸透機能 + 生育・生息地等の提供機能
（川崎市王禅寺四ツ田緑地）

生物多様性保全の効果
水質の保全

地下水保全の効果

生育・
生息地

貯留・
浸透

３．総合的な機能評価
の機能評価は，２．で示すように機能毎に評価指標の性格が異なるため，評価

結果を総合的にまとめることが難しいです。
異なる手法による評価結果をまとめて一元できる手法として，貨幣価値化があり，ロ
ンドンでは， ツールによる樹木の経済評価，公共緑地・公園の経済評価を
行っており，ポートランドでは，大気環境の健康影響の貨幣価値化を行っているが，特定
機能のみを対象とすることが多いです。国内でも クレジット，代替価格への換算等で
貨幣価値化する手法が利用されているが， や 等，一部機能のみを対象として
いるため，複数機能評価結果の貨幣価値化はまだ難しいです。その他には，評価結果の
点数化を行うことで総合評価をする手法もあり，異なる評価結果をそれぞれ点数化する
ことで一元化することが可能です。

以上のことから，本研究においては，点数化による の総合評価を試行し，その
活用可能性を検討しました。
機能評価結果の点数化を行うためには，基準となる目標値を設定する必要があります。
目標値は，地方公共団体が定めている目標や基準等を用いて設定することもできるが，
地方公共団体の各地域，地区，ブロック等を範囲としてそれぞれの機能評価結果の平均
値，中央値等を参考に設定することも可能です。

の機能評価は，多様な機能を活用するため の現況を把握した上で，その機能を
維持又は向上していく計画（行動）につなげることが望ましいが，データ整備等には時間
が必要であるためすぐに多様な機能を評価することは難しい。
そのため生物多様性や都市水害，健康等，国や地方公共団体の計画につなげられる機

能や評価に必要なデータが確保できた機能を優先して評価を行う等，段階的に評価
する機能の数を増やしていくことが効果的であると考えられます。

地方公共団体又は，都市計画区域等の大・中ス
ケールの機能評価は，土地被覆や関連インフラの
データ等を用いて で評価する形としました。 公園計画又は，民

間開発プロジェクト
等の小スケールを
対象とした機能評価
は，計画・設計デー
タ等を用いてエクセ
ルシートで評価する
形としました。

②総合的な機能評価の例

②総合的な機能評価の例

（ ）基本シナリオ
地下水涵養，雨水浸透機
能に特化した計画

（ ）緑化推進シナリオ
（ ）より緑化面積を増やし，体感
温度低下，生物多様性等の向上

のより多様な機能を有する優良な緑地
整備を行うため，計画段階においてシナリ
オ毎の機能評価を行う例

下図は，学区単位で各機能の評価結果を集計し，タイプ分類やニーズ分析（他
の社会条件，課題等を重ねて）等を行い施策に反映しやすい形でまとめた例

③段階的に評価する機能の数を増やしていくイメージ

５．今後の予定
の機能評価は，本研究のように海外の指標

や任意の指標を使用することもあるため，新た
な指標の抽出や検証，該当評価指標を更新して
いくことが必要です。今後は，これらの課題に対
応した上で， の機能評価と総合評価手法，維
持管理手法に関する技術資料を取りまとめる予
定です。 ※浸透しない場合もある

排水

浸透

貯留

保水
排水

降雨

日射

健康

自然景観

浸透

生育・移動

低減

暑熱順化

機能回復

管理基準・手法の提示

機能管理のイメージ

機能管理把握（評価）
のイメージ

管理基準の例

管理手法の例

社会資本の基本的な役割は，安全・ 安
心の確保， 持続可能な地域社会の形成，
経済成長の実現であり，この役割を下
支えするため，これまでに整備したイン
フラがその機能を適切に発揮できるよ
う持続可能なインフラ管理を実施・・

第 回社会資本整備審議会計画部会資料より

グリーンインフラも
同様，その機能が持
続的に発揮できる管
理が必要

浸透
貯留
保水
浄化
景観
遮断
低減
生育
・・・

汚染物

遮断
遮断

地域活動

浄化

暑熱

人工的景観

ゴミ，落ち葉の除去
堆積物の除去
高圧洗浄・ﾊﾞｷｭｰﾑ吸引
地被植物補植
二段階剪定
堆積腐植層（ 層）維持
…

浸透能力
貯留量
排水性（時間）
樹冠幅・欠損率
緑視率
植栽密度

…

環境保全に関わる施策とつながる
「温室効果ガス吸収機能」，「生物多
様性保全機能」，「大気汚染物質の
吸収機能」の３つの機能評価

防災・減災，健康増進に関わる「雨
水浸透機能」，「緑の景観によるス
トレス軽減機能」を追加した つの
機能評価

機密性２情報 
作成日_作成担当課_用途_保存期間 

番号 機能名 得点
体感温度低下機能（標準新有効温度、Δ ） 点
温室効果ガス排出抑制機能（緑陰、屋上・壁面緑化等による日陰） 点
生育・生息地等の提供機能（緑地等の割合、 ） 点
地下水涵養機能（年間降水量の捕捉率） 点
雨水浸透・貯留機能（ 、 、 、 降水日への保持可能性） 点
一次避難地となる場の提供機能 （有効避難面積や施設） 点
緑の景観によるストレス軽減機能（緑視率） 点
屋外運動の場の提供機能（関連要素） 点
地域の自然・文化を尊重した場の提供機能（関連要素） 点
都市農業生産の場の提供機能（農園面積率） 点
防災減災に関連した教育や訓練、情報発信機能（関連要素） 点
地域コミュニティに関連したイベント開催や情報発信機能（関連要素） 点

 

大・中スケール

維持管理
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